「エル・グレコ展」東京都美術館で開催中（４月７日まで）
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「エル・グレコ」（1541～1614）は、「ベラスケス」や「ゴヤ」とともにスペインで活躍した三大画家とされている。今回の展覧会は、プラド美術館、ボストン美術館など世界中の美術館やトレドの教会群から16～17世紀のスペイン美術の黄金時代の油彩とテンペラ画の傑作「51点」を蒐集して、画伯の没後400年を記念しての国内史上最大の回顧展である。

画伯の作品は、実に個性かつ独創的であり極端のデフォルメや塗り残しの効果を用いており、“異様に長く引き伸ばされた身体、蛍光を発する鮮やかで超自然的な色彩”などは、一度観たら絶対忘れられない強烈な印象を与えてくれる。
　ポスターの「無原罪の御宿り」（油彩・カンヴァス1607～13）は、高さ３ｍを超える祭壇画の最高傑作の一つとされて本展覧会の目玉で注目されている。
絵画の構図は大胆な縦長で、聖母マリアの異常に曲がりくねった長い体、極端な角度で描かれた天使の翼、見あげる人に動く絵画のようなダイナミックさを感じる作品である。マリアの頭上のハトと光は聖なる光を示し、揺らめく炎のように引き伸ばされた独特な作品で、足元の風景は画伯の住まい愛するトレドの光景である。「グレコ美学」の特徴は、他の画家たちが暖かい赤や茶色を好んで用いたときに、青味を帯びた寒色や銀鼠の色調を選んだことである。

過去最大級規模の展覧会は、改めて画伯の全貌に迫る機会となるものである。
　
